
都市圏ビジョンにおけるＫＰＩ設定の考え方

圏域における人口ダム機能を果たす目標として、中長期的将来人口を設定

目標 出所 選定理由

●●●人
国勢調査、
人口ビジョン、
社人研推計値

各市町が策定している人口ビジョンから圏域の平成５２年（２０４０
年）の目標人口を●●●人程度と設定する。（現在集計中）

３つの役割の成果が人口目標の達成につながる・・・

圏域の将来像

圏域の将来像に含まれる中長期的将来人口

ア 圏域全体の経済成長のけん引

産業が活発化し、圏域の経済状況が

よくなること

イ 高次都市機能の集積・強化

都市機能の集積、強化に必要な事業

の進捗が進むこと

ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

地域内外の住民の交流により、地域の結び

つきが強化されること

● 圏域の状態がどうなることが人口目標値の達成に寄与するのかといった視点で捉えることが適当であると考えるため、３つの役割の成果を測れる指標を設定。

このため、それぞれに位置付ける具体的取り組み（連携事業）を構成する分野ごとに、ＫＰＩを設定する。

取り組みの分野

ｂ 新規創業促進

ＫＰＩ：新規創業者数

ｃ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

ＫＰＩ：農水産物の総生産額

ｄ 戦略的な観光戦略

ＫＰＩ：観光入込客数

取り組みの分野

ｂ 高度な中心拠点の整備

ＫＰＩ：入港船舶数

ＫＰＩ：事業進捗率

ｃ 高等教育・研究開発の環境整備

ＫＰＩ：大学等との共同研究等による

地域課題の解決率

取り組みの分野

Ａ 生活機能の強化に係る政策分野
ＫＰＩ：佐世保市以外の住民の病児保育室

登録者数
ＫＰＩ：図書館の貸出利用者数
ＫＰＩ：計画種苗に対する供給率

Ｂ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
ＫＰＩ：移住者数

Ｃ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野
ＫＰＩ：交流職員等の人数
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